
2014年（平成26年）１０月１日（水）

　

日/（曜日）

　

　

件　　　　　　　　　名

基盤整備法利用権設定について

17（金）

24（金I

27（月）

農業者年金担当者会議

15期第２回総会

沖縄県新農業委員研修

北部地区農業委員会
研修会

議案第８9号 2 可

議案番号 件数

第１４期　第３8回総会議題結果報告（平成２６年9月２５日開催）

（24号）

15期臨時総会

内　　　容

編集・発行　大宜味村農業委員会

1（水）

申請書提出期日

喜如嘉土地改良区
農地調整会議

大
宜
味
村

平成26年 10月 1日（水 ）

10（水）

☎０９８０－４４－３４７７

耕
作
さ
れ
た
元
気
な
畑
か
ら
村
の
未
来
が
見
え
ま
す

。

9（木）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農業委員会会長局長会

農業委員会　10月予定表

3（金）

可・否

30（木）
～

３１（金）

購読料  ： 月額600円 

         年間購読7.200円 
発  行 ： 毎週金曜日 
申込み  ： 農業委員会事務

 
 
 
 
 
玉
城
 
等
 
委
員

 

 
 
 
 
 

 
（
田
嘉
里
出
身
）
 

 

 

田
嘉
里
地
区
は
土
地
改
良
区
に

さ
と
う
き
び
栽
培
が
主
な
作
物

で
す
。
 

今
回
の

T

P

P

問
題
は
農
家
に

と
っ
て
死
活
問
題
で
す
。
 

委
員
と
し
て
農
家
へ
情
報
の
伝

達
に
努
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

徹
底
し
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

努
め
ま
す
。
 

 

 
 
 
 
米
須
 
章
 
委
員

 

 
 
 
 
 
（
大
兼
久
出
身
）
 

 農
業
委
員
は
農
地
を
守
る
の

が
仕
事
な
の
で
農
地
法
を
理

解
し
農
家
を
助
け
て
い
き
た

い
。
 

 

将
来
の
大
宜
味
村
農
業
者
育
成
を
目
的 

 
 
 
 
 
平
良
 
哲
 
委
員

 

 
 
 
 
 
 
（
謝
名
城
出
身
）
 

 こ
れ
ま
で
謝
名
城
地
区
か
ら
の

委
員
の
選
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
 

や
は
り
地
域
に
委
員
不
在
は
農

家
に
と
っ
て
不
利
益
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
 

今
回
、
幾
人
か
の
農
家
か
ら
謝

名
城
の
委
員
と
し
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
と
声
を
掛
け
ら
れ
受
け

る
事
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

農
家
所
得
の
安
定
、
ゆ
と
り
あ

る
農
業
者
を
目
指
し
３
年
間
地

域
農
家
の
相
談
役
と
し
て
頑
張

り
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
前
田
 
貞
夫
 
委
員
 

 
 
 
 
 
 
 
（
喜
如
嘉
出
身
）
 

  喜
如
嘉
土
地
改
良
区
の
整
備
は
、
喜

如
嘉
地
区
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

農
地
が
潤
え
ば
、
担
い
手
も
育
ち
村

が
栄
え
ま
す
。
 

ま
ず
は
、
喜
如
嘉
土
地
改
良
区
の
耕

作
放
棄
地
解
消
を
目
指
し
ま
す
。
 

  
 
 
 
 
照
屋
 
ま
り
 
委
員
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（
大
保
出
身
）
 

  ２
０
０
９
年
に
農
地
法
が
大
幅
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

増
え
続
け
る
耕
作
放
棄
地
や
農
地

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
農
地
の

確
保
や
有
効
利
用
を
図
る
た
め
勉

強
会
や
地
域
と
の
取
り
組
み
に
参

加
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
 

こ
れ
か
ら
も
大
宜
味
村
の
農
業
の

発
展
の
為
農
業
者
の
声
を
聞
き
相

談
を
受
け
情
報
提
供
を
し
な
が
ら

役
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
 

 

 
 
 
 
真
喜
志
 
豊
 
委
員

 

 
 
 
 
 
 
 
 
（
江
洲
出
身
）
 

 大
宜
味
村
は
新
規
の
就
農
者
が

少
な
い
で
す
。
 

村
づ
く
り
は
、
農
業
を
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
若
者
の
環
境
作
り

だ
と
考
え
ま
す
。
 

３
年
間
農
業
者
が
増
え
る
環
境

作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

 
 
 
 
宮
城
 
保
幸
 
委
員

 

 
 
 
 
 
 
（
根
路
銘
出
身
）
 

  こ
れ
ま
で
担
当
地
区
の
農
家
台

帳
、
農
地
台
帳
の
調
査
を
重
点

に
取
り
組
み
、
地
区
の
基
礎
デ
ー

タ
ー
作
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
農
家
と
情
報
を
密

に
し
、
地
域
の
農
業
振
興
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

     

 

 
 
 
 
宮
城
 
威
 
委
員

 

 
 
 
 
 
 
 
（
塩
屋
出
身
）
 

 農
地
の
流
動
化
と
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
未
だ
解
消
さ
れ
て

い
な
い
農
地
が
あ
り
今
後
も

耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
流
動

化
を
し
適
地
適
作
を
計
り
所

得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
 

 第15期の農業委員が選出されました。 

 農業委員の大きな役目は地域農業の振興です。地域を担う担い手の育成、農地のあっせん活動、耕作放

棄地の解消農地パトロールと、役目は多々で責任は重いです。 

 委員一人一人が自覚を持ち、委員としての資質向上に努めます。 
  

 

  

  

  

 

 

   
 

 

  

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

比
嘉 

悟 

委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
江
洲
出
身
） 

 

15
期
の
委
員
と
し
て
の
任
期
は
３
年
間
で
す
。 

村
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
担
い
手
へ
農
地
の

集
積
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、
担
い
手
へ
つ
な
げ
た 

 

い
と
思
い
ま
す
。 

    

農
地
法
第
3
条
申
請 

一
、
農
地
を
買
っ
た
り
借
り
た
り
し
て
耕
作
す
る
と
き
は
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
で
す
。 

  
 

 

《 

転
用
手
続
き
を
す
る
に
は 

》 

※

農
地
を
耕
作
目
的
外
に
利
用
（農
地
転
用
）す
る
と
き
は
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
許
可
手
続
き
を
せ
ず
に
売
買
や
貸
し
借
り
を

し
て
も
無
効
に
な
り
登
記
で
き
ま
せ
ん
。 

農
地
法
第
４
条
申
請 

一
、
自
己
の
名
義
の
農
地
を
自
分
が
転
用
す
る
場
合
は
本
人
に
よ
る
手
続

き
が
必
要
で
す
。 

農
地
法
第
５
条
申
請 

二
、
他
人
名
義
の
農
地
を
買
っ
た
り
借
り
た
り
し
て
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
所
有
名
義
を
転
用
す
る
人
の
双
方
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

  
 

 
 

 

《 

手 

続 

き 

方 

法 

》  

農
業
委
員
会
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
許
可
申
請
書
と
必
要
な
添
付
書

類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。 

  

提
出
さ
れ
た
申
請
内
容
で
付
近
に
被
害
を
与
え
な
い
か
、
書
類
の
不
足

は
な
い
か
、
委
員
に
よ
る
現
地
調
査
な
ど
の
調
査
を
し
た
の
ち
、
農
業
委
員

会
の
総
会
で
申
請
を
審
議
の
う
え
、
転
用
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
添
え
て

県
知
事
へ進
達
し
ま
す
。 

 

総
会
は
毎
月
25
日
頃
開
催
さ
れ
ま
す
。
申
請
の
受
付
は
毎
月
10
日
ま
で

で
す
。
（３
条
及
び
４
．
５
条
は
申
請
か
ら
許
可
ま
で
約
50
日
か
た
90
日
か

か
り
ま
す
。
） 

 

工
事
の
着
工
は
必
ず
許
可
後
に
行
っ
て
下
さ
い
。 

     

農業委員として・・・ 

農業者に寄り添う活動と資質の向上を目指します。 

農地の売買・転用については必ず許可を！ 

新
し
く
農
業
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
  

 
 

 

農
業
経
営
力
育
成
講
座
の
開
催 

 

 
 

 

大
宜
味
村
に
お
け
る
農
業
の
担
い
手
を
目
的
に
沖
縄
県
農

業
生
産
・経
営
対
策
事
業
補
助
金
を
活
用
し
た
養
成
講
座

を
８
月
28
日
（木
）役
場
第
２
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
10
名
で
、
講
師
に
は
県
農
業
振
興
公
社

の
佐
久
本
薫
氏
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
座
の
目
的
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
経
営
を
継

続
で
き
る
農
家
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。 

 

参
加
対
象
者
は
青
年
就
農
給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
農

業
者
と
【大
宜
味
村
青
年
農
業
者
の
会
】に
入
会
し
て
い
る

農
業
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
１
回
の
講
義
は
農
業
経
営
に
お
け
る
記
帳
の
重
要
性
や

青
色
申
告
制
度
の
概
要
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

 

今
後
の
予
定
と
し
て
は
翌
年
の
３
月
ま
で
に
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
最
終
的
に
は
自
分
で
青
色
申
告
が
出
来

る
よ
う
、
所
得
計
算
の
方
法
や
複
式
簿
記
に
つ
い
て
開
催
し

ま
す
。 
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(集積例）

A C
C B
B A
C C
A C
C B
C A

　地域内の散らばって 　　　　　　　担い手ごとにまとめた農地
　入り混じってる農地

A

C

B

農地中間管理機構 

第
２
回
 
農
地
の
借
受
希
望
者

公
募
の
お
知
ら
せ

 

 
平
成

2

6

年
４
月
１
日
よ
り
、

農
用
地
区
域
に
お
け
る
農
地
の

利
用
集
積
を
進
め
る
た
め
に
、
中

間
的
な
受
け
皿
と
し
て
農
地
中

間
管
理
機
構
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
沖
縄
県
で
は
県
農
業
振
興
公

社
が
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
 

 
農
用
地
等
の
借
受
け
を
希
望

す
る
方
は
、
以
下
の
と
お
り
公
募

期
間
内
に
申
出
書
提
出
し
て
下

さ
い
。
 

 【
公
募
期
間
】
 

平
成
２
６
年
９
月
３
０
日
（
火
）～

平
成
２
６
年
１
０
月
３
１
日

（
金
）
 

【
申
請
書
類
及
び
提
出
方
法
】
 

①
「
農
地
等
の
借
受
申
込
書
」
 

公
社

H

P

上
の
様
式
を
出
力
さ

れ
る
か
、
役
場
産
業
振
興
課
の
窓

口
で
入
手
し
て
下
さ
い
。
 

②
提
出
方
法

 

申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

う
え
、
役
場
産
業
振
興
課
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
下
さ
い
。
 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
 

大
宜
味
村
役
場
産
業
振
興
課

 

T

E

L

４
４
ー
３
２
３
２

 

平成26年度１４期３８回執行部会 
 H26.9.18(木) 

総会で議題となる申請書を審査します。   

H２６年度１４期３５回総会   

H２６．９．２５（木） 

農地各種申請を１件１件審議します。 

農地として有効活用してくれるのか？農家の利

益に繋がるか真剣に話しあわれます。 

平成26年１４期 第３８回総会 

沖縄県新規就農講座での講演 

 
９月２６日（金）に旧普及センターにお

いて新規就農講座が開かれました。 

大宜味村からは２名の新規農業者が

参加し、ベテラン農業者の農業委員 

比嘉 悟氏を講師に招かれ皆で農業

について語り勉強をしました。 
 

第１回 地区農地調整会議 
 

喜如嘉土地改良区の地権者は村外在住であったり、相続されていない為、

耕作放棄地になったりし農地と利用されず、今後５年先１０年先の喜如嘉

地区農業振興には不安が伴いました。 

農地法が変わり農地がデータ化されインターネットで全国に情報が開示さ

れます。 

今回地主の方々と話し合いを持ち、小さな農地をまとめて村内農業者へ貸

していくのが望ましいと話し合われました。 

少しずつですが農地が地域の財産として動き出す会合になりました。 

今後とも地権者の皆様のご協力を宜しくお願いします。 
 


